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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】隣接信号配線間に介在する異物による表示品質
の劣化を防止する。
【解決手段】液晶表示装置は複数の表示画素に印加され
る複数の信号電圧に応じた画像を表示する液晶表示パネ
ル１０と、これら信号電圧を発生するドライバＩＣ２０
と、このドライバＩＣで発生された複数の信号電圧を複
数の表示画素に供給するために液晶表示パネル１０およ
びドライバＩＣ２０間において互いに隣接して配置され
る複数の信号配線ＬＮを持つ配線フィルム３０とを備え
る。特に、ドライバＩＣ２０は絶縁性異物が複数の信号
配線ＬＮ上に介在した場合に生じる信号配線間の導通抵
抗の１／１０００以下に決定された出力抵抗を各信号配
線ＬＮについて持つ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数の表示画素に印加される複数の信号電
圧に応じた画像を表示する液晶表示パネルと、前記複数
の信号電圧を発生するドライバＩＣと、前記ドライバＩ
Ｃで発生された前記複数の信号電圧を前記複数の表示画
素に供給するために前記液晶表示パネルおよび前記ドラ
イバＩＣ間において互いに隣接して配置される複数の信
号配線を持つ配線部とを備え、前記ドライバＩＣは絶縁
性異物が前記複数の信号配線上に介在した場合に生じる
信号配線間の導通抵抗値の１／１０００以下に決定され
た出力抵抗を各信号配線について持つことを特徴とする
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示パネルがド
ライバＩＣに複数の信号配線を介して接続される液晶表
示装置に関し、特にこれら信号配線が極めて狭い間隔で
並べられた液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年では、液晶表示装置が軽量・薄型・
低消費電力という特徴を持つことからノート型パーソナ
ルコンピュータや携帯用情報機器、小型ＴＶ等のモニタ
ディスプレイとして広く用いられている。
【０００３】典型的な液晶表示装置は、液晶層が２枚の
ガラス基板間に挟持される液晶表示パネルを有する。こ
れら基板には、複数の透明電極が液晶層と一緒に表示画
素のマトリクスアレイを構成するよう対向して形成され
る。液晶層はこれらガラス基板の間隙をシール材で囲ん
だセルに液晶組成物を注入し封止することにより得ら
れ、各表示画素の透明電極間に印加される画素電圧に応
じた光透過率に設定される。
ところで、この液晶表示パネルはこの液晶表示パネルの
周囲に配置されるドライバＩＣに例えば配線フィルムに
より接続される。この配線フィルムはドライバＩＣで発
生される電圧信号を上述の表示画素に供給するために複
数の信号配線を有する。これら信号配線の間隔は液晶表
示パネルの高精細化に伴って極めて狭くなりつつある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】これら信号配線は互い
に絶縁されるため、信号配線間の抵抗値は一般に数ＭΩ
以上の高い値を持つ。しかし、液晶表示装置の製造過程
でこの配線フィルムに異物が混入し、隣接信号配線がこ
の異物によって数百ΩからＭΩ程度の抵抗値で電気的に
導通した状態になることがある。例えば電圧Ｖ１，Ｖ２
がドライバＩＣから第１および第２の隣接信号配線にそ
れぞれ供給されると、これら信号配線の電圧は一定の割
合で降下する。ここで、電圧Ｖ１，Ｖ２を５ｖ、信号配
線間の導通抵抗を１ＭΩ、ドライバＩＣの出力抵抗値を
１０ｋΩとすると、第１および第２信号配線の電圧降下
ΔＶ１，ΔＶ２は次のような値となる。
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すなわち、ΔＶ１＝ΔＶ２＝１０ｋΩ／１．０２ＭΩ×
５ｖ≒５０ｍｖ
この場合、これら信号配線の電圧は異物を介して電気的
に導通していない他の信号配線に対して大きな差異を持
つことになり、これが表示画素の輝度差となって表示品
質を低下させてしまう。
本発明の目的は、上記課題を解決するものであり、隣接
信号配線間に介在する異物による表示品質の劣化を防止
することができる液晶表示装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、複数の
表示画素に印加される複数の信号電圧に応じた画像を表
示する液晶表示パネルと、これら信号電圧を発生するド
ライバＩＣと、このドライバＩＣで発生された複数の信
号電圧を複数の表示画素に供給するために液晶表示パネ
ルおよびドライバＩＣ間において互いに隣接して配置さ
れる複数の信号配線を持つ配線部とを備え、ドライバＩ
Ｃは絶縁性異物が複数の信号配線上に介在した場合に生
じる信号配線間の導通抵抗の１／１０００以下に決定さ
れた出力抵抗を各信号配線について持つ液晶表示装置が
提供される。
この液晶表示装置では、ドライバＩＣの出力抵抗は絶縁
性異物が複数の信号配線上に介在した場合に生じる信号
配線間の導通抵抗値の１／１０００以下に決定されるた
め、実際に絶縁性異物がこれら信号線上に介在すること
があっても、これら信号配線で観察される電圧降下をほ
とんどなくすことができる。すなわち、隣接信号配線間
に介在する異物による表示品質の劣化を防止することが
できる。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１実施形態に係
る液晶表示装置を、図１を参照して説明する。図１はこ
の液晶表示装置の構成を概略的に示す。この液晶表示装
置は、液晶層が２枚の透明絶縁基板間に挟持される液晶
表示（ＬＣＤ）パネル１０、この液晶表示パネル１０の
周囲に配置されるデータドライバＩＣ２０、これら液晶
表示パネル１０およびドライバＩＣ２０間に配置される
配線フィルム３０を備える。液晶表示パネル１０の透明
絶縁基板には、複数の透明電極が液晶層と一緒に表示画
素のマトリクスアレイを構成するよう対向して形成され
る。液晶層はこれらガラス基板の間隙をシール材で囲ん
だセルに液晶組成物を注入し封止することにより得られ
る。表示画像はこれら表示画素の透明電極間にそれぞれ
印加される複数の信号電圧に応じた光透過率に設定され
る液晶層で光を変調することにより得られる。ドライバ
ＩＣ２０はこれら信号電圧を発生し、配線フィルムはド
ライバＩＣ２０で発生された複数の信号電圧を複数の表
示画素にそれぞれ供給するために液晶表示パネル１０お
よびドライバＩＣ２０間において互いに隣接して配置さ
れる複数の信号配線ＬＮを持つ。ここで、ドライバＩＣ
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２０は絶縁性異物が複数の信号配線ＬＮ上に介在した場
合に生じる信号配線間の導通抵抗の１／１０００以下に
決定された出力抵抗を各信号配線について持つ。具体的
には、ドライバＩＣ２０において、ドライバＩＣ２０に
設けられ複数の信号配線ＬＮにそれぞれ接続される出力
回路２０Ｃの出力抵抗２０Ｒが上述のように決定され
る。
液晶表示パネル１０内の信号配線負荷は容量性であり、
絶縁性異物が複数の信号配線ＬＮ上に介在しない場合、
信号配線抵抗ＳＲはドライバＩＣ２０に対する直流電圧
負荷とはならない。もし、電圧Ｖ１，Ｖ２がそれぞれ絶
縁性異物の介在する第１および第２の隣接信号配線ＬＮ
１，ＬＮ２にドライバＩＣ２０から供給されると、これ
ら信号配線ＬＮ１，ＬＮ２の電圧は一定の割合で図３に
破線で示すレベルＶ１’，Ｖ２’に降下する。ここで、
電圧Ｖ１，Ｖ２を５ｖ、信号配線ＬＮ１，ＬＮ２間の導
通抵抗ＲＸを１ＭΩとすると、ドライバＩＣの出力抵抗
値は１ｋΩになる。この場合、第１および第２信号配線
ＬＮの電圧降下ΔＶ１，ΔＶ２は次のような値となる。
すなわち、ΔＶ１＝ΔＶ２＝０．００１ＭΩ／１．００
２ＭΩ×５ｖ≒５ｍｖ
従って、これら信号配線の電圧は異物を介して電気的に
導通していない他の信号配線に対してほとんど差異を持
たないことになる。実際に観察しても、表示画素の輝度
差を確認できないため、表示品質を維持できるといえ
る。
もし、従来のようにドライバＩＣ２０の出力抵抗を例え
ば１０ｋΩ程度にしていた場合には、図３に一点鎖線で*
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*示すレベルに降下し、表示品質の劣化が目立つことにな
る。
【０００７】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、ドライバ
ＩＣは絶縁性異物が複数の信号配線上に介在した場合に
生じる信号配線間の導通抵抗値の１／１０００以下に決
定されるため、実際に絶縁性異物がこれら信号線上に介
在することがあっても、これら信号配線で観察される電
圧降下をほとんどなくすことができる。従って、隣接信
号配線間に介在する異物による表示品質の劣化を防止す
ることができる液晶表示装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の構成
を概略的に示す回路図である。
【図２】図１に示す隣接信号配線間に絶縁性異物が介在
する場合の等価回路図である。
【図３】図２に示す絶縁性異物による影響が改善された
様子を示す波形図である。
【符号の説明】
１０…液晶表示パネル
２０…ドライバＩＣ
２０Ｃ…出力回路
２０Ｒ…出力抵抗
３０…配線フィルム
ＬＮ…信号配線
ＳＲ…信号配線抵抗
ＲＸ…導通抵抗

【図１】 【図２】
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